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毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ救

命
講
習
会
参
加
者
募
集

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
に
登
録
し
て
い
な
く
て

も
参
加
で
き
る
、
救
命
講
習
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
２
月
27
日
㈪　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

　
部
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

講
師　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

　
部
中
央
消
防
署
職
員

対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住

　
者

内
容　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
含
む
）、
大
出
血
時
止
血
法
、

　
気
道
異
物
除
去
法　

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
受
講
証
（
所
持
者
）

申
込　
２
月
６
日
㈪
か
ら
10
日

　
㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
本
庄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
☎
�
１
３
５
６

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

参
加
者
募
集

　
日
頃
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
介
護
者
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ス
旅
行
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
同
士
、
介
護

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
介
護
の

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時　
３
月
２
日
㈭　

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

集
合　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
、
本

　
庄
駅
北
口

行
先　
足
利
学
校
、
足
利
フ
ラ

　
ワ
ー
パ
ー
ク
、
羽
生
Ｐ
Ａ

対
象　
在
宅
で
60
歳
以
上
の
人

　
を
介
護
し
て
い
る
介
護
者

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

昼
食
代　
１
、０
０
０
円
（
各

　
自
支
払
）

申
込　
２
月
10
日
㈮
か
ら
20
日

　
㈪
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左

　
記
へ

＊
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
７
５
５

 

生
涯
学
習
時
代
の
現い

ま在
、

定
時
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　
児
玉
郡
市
内
で
唯
一
、
夜
間

定
時
制
課
程
を
設
置
す
る
本
庄

高
校
で
は
、
10
代
～
70
代
の
人

た
ち
が
働
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
を
も
っ
て
勉
強
し
て

い
ま
す
。

　
修
業
年
限
は
４
年
、
１
日
４

時
間
授
業
で
す
。
授
業
時
間
は

午
後
５
時
25
分
か
ら
８
時
55
分

ま
で
、
途
中
６
時
10
分
か
ら
給

食
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
95
人
の
生
徒
が
、
少

人
数
な
ら
で
は
の
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
勉
学
に
励
ん
で

い
ま
す
。

○
平
成
29
年
度
入
試

募
集
科
目　
普
通
科

出
願
日　
２
月
20
日
㈪
、
21
日

　
㈫

募
集
人
員　
40
人

試
験
日

　
学
力
検
査
：
３
月
２
日
㈭

　
個
人
面
接
：
３
月
３
日
㈮

※
19
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

「
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
特

別
募
集
」
も
あ
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
電
話
で
左
記
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
定

　
時
制
課
程
☎
�
１
１
９
５

出
張
法
律
相
談
会
（
無
料
）

①
日
時　
２
月
16
日
㈭　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
深
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
・
フ
ォ

　
ル
テ
）　
キ
ラ
ラ
上
柴
内（
ア

　
リ
オ
深
谷
３
階
）

②
日
時　
２
月
21
日
㈫　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　
寄
居
町
中
央
公
民
館

《
①
②
共
通
》

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
登

　
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、

　
不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
方
法　
平
日
午
前
10
時
か

　
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、
左
記

　
へ
電
話
で
予
約
（
完
全
予
約

　
制
）

予
約
番
号　
☎
０
４
８
―
８
３

　
８
―
７
４
７
２

相
談
料　
無
料

※
相
談
は
、
埼
玉
司
法
書
士
会

会
員
の
司
法
書
士
が
面
談
に
よ

り
行
い
ま
す
（
１
組
１
時
間
）。

★
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
４
８
―
８
６
３
―
７
８

　
６
１

～
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
　
　
　
最
低
賃
金
～

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
、
平
成

28
年
10
月
１
日
か
ら
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

改
定
時
間
額　
８
４
５
円

※
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
、

別
途
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０
４

　
８
―
６
０
０
―
６
２
０
５
、

　
熊
谷
労
働
基
準
監
督
署
☎
０

　
４
８
―
５
３
３
―
３
６
１
１

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館

　　
２
月
13
日
㈪
は
、
館
内
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
セ
ル
デ
ィ

を
休
館
し
ま
す
。

　
セ
ル
デ
ィ
館
内
全
て
の
施
設

（
児
玉
中
央
公
民
館
・
児
玉
文

化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
及

び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
と
駐

車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
冬
場
は
特
に
血
液
が
不
足
し

ま
す
。
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
会

場
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

日
時　
２
月
24
日
㈮　
午
前
９

　
時
30
分
～
11
時
30
分

②
ベ
イ
シ
ア
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

本
庄
早
稲
田
ゲ
ー
ト
店
会
場

日
時　
２
月
26
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
45
分

　
午
後
１
時
～
４
時

《
①
・
②
共
通
》

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献

血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
限

り
ま
す
。

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

種
類

　
全
血（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、
４
０
０
ml

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
２
０
０
ml
献
血
は
、
必
要

量
が
集
ま
り
次
第
、
終
了
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

「
卒
業
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
中
！

　
２
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま

で
、
今
年
に
高
校
卒
業
（
見
込

み
）
の
人
が
、
学
校
で
配
ら
れ

た
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
、
埼
玉
県

内
の
献
血
ル
ー
ム
で
献
血
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
と
、
埼
玉

県
限
定
の
素
敵
な
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
０
３

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「つなぐ」
　先日、本庄東公民館の利用者団体に「市長との対
話集会」を開いていただきました。その中である方か
ら「毎朝ボランティアで総合公園の清掃をされてい
るご夫妻がいます。頭の下がる思いです」というお
話をうかがうことができました。また、このボラン
ティアの方のお話は、他の方々からもいただきました。
　殺伐とした話題の多い現代社会ですが、こういう
明るいお話をうかがうと心が救われる思いがいた
します。このご夫妻のように、人に見られていよう
がいまいが小さな善行を積んでいる方々は本庄市に
も大勢おられると思います。そのような陰徳はどこ
かで必ず誰かの心を動かしさらなる善行の輪を広げ、
やがて社会を明るくしてくれるに違いない、そう信
じてやみません。
　私は毎年市役所の仕事始め式において、今年私が念
頭に置こうと考えた言葉を掲げております。昨年
は「備える」でした。今年は「つなぐ」を掲げました。
　社会は急速に高齢化する一方、人と人との関係は

希薄になっています。ひきこもりなど、若者の中に
も社会から孤立している人が多い時代です。とはい
え、昔のような良くも悪くも人間関係が濃密な地域
社会の復活は無理でしょうし、今を生きる人々の多
くも、昔と同じような社会の復活を望んでいるかと
言えば、そうではないでしょう。
　大切なことは、人は決して一人では生きられない
のだから、今の我々の生活にあった無理のない形で、
地域社会における人と人との新たなつながりを、自
分たちが努力して創り上げていくことだと思います。
　見ず知らずの人同士でも「善き行い」には心を寄
せ、共感しあえるものです。まさに地域社会におけ
る人と人とをつなぐのは、前述したような方々の行
いではないでしょうか。
　今を生きる私たちは、将来を生きる子孫たちから、
今という時間を「預かっている」と言われます。小
さくても良いですから、善き行いによって今を生き
る我々をつなぐ、そして将来の子どもたちのために、
より良き世の中をつないで行きたいものですね。　
　　　　　　　　　　　　  本庄市長


